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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 橋本　万様と峰田　満男様にシンラック処方となっています。

・　本日、相内　ノブ様が退院となっています。

＜千葉　良Ｄｒより患者様の状態について＞

（Ａ）

· 田端　玲子様～現在、行動にまとまりがなくなってきています。さらに状態が悪化する　　　

ようであれば院長へ状態報告してください。本人の状態観察行っていきましょう。

· 角谷　育子様～喀痰検査の結果インフルエンザ菌が検出され、現在も自室上での生活を　　　　

行っていただいています。自室での生活では寂しいと思うのでＡについたスタッフは本人と会話を持つよう空いた時間に行っていきましょう。シャワー浴は可です。また、感染対策の為にも手洗いは継続して行って下さい。（１ケア1手洗い）

· 三浦　一男～家族の方が面会にこられた際差し入れを持ってこられていますが、血糖の

値が上がってきているため、全部摂取していただくのではなく少ない寮を摂取していただくようにしていきましょう。間食の制限をしない為､糖尿食に20単位（1600ｋｃａｌ）としています。

（Ｂ）

· 高森　清八様～経管栄養の管を自己抜去することが頻回に見られています。自己抜去が　　　

頻回になるほど、気管に誤嚥したりするなどの事故を起こす確立が高くなってきます。あまりにも本人の拒否が強い時や、仲々、マーゲンチューブが入らないときは無理していれないようにし、点滴で水分をいれるようにしていきたいと思います。日中などホールへ起こし気分転換を図っていきましょう。シャワー浴は可です。

· 松田　信夫様～最近臥床がちとなられています。以前、あや取りを行った際、集中して　　

行うことが出来ていたのでプログラム等で促して行っていきましょう。

· 峰田　満男様～最近臥床がちとなられています。以前、他者と麻雀や将棋を行っていた　　

のでプログラム等で促していきましょう。

（ＣＤ）

· 柴田　トク子様～義歯の使用方法が分からなかったりと痴呆が進行していると思われ　

ます。今後、義歯の紛失や誤嚥の危険があると思われますので注意していきましょう。

· 見付　喜久様～パン食時、パンをポケットの中にしまっていることがあります。衛生的

によくなく食中毒や誤嚥の危険もあるのでパン食時はポケットの中に入ってないか確認していきましょう。

· 奥利　うめ様～お盆外泊後、帰宅要求が多く聞かれています。外泊について検討が必要　

です。

· 鳥谷部　国光様～以前、ご家族は本人の退院を考えていましたが、外泊中に飲酒要求が

あり、退院は難しいと思います。

· 今後冬にかけて感染症（インフルエンザ）や感染性胃腸炎（ノロ、ロタウイルス）が

行すると思いますので手洗い・うがい・消毒を怠らないでやっていきましょう。感染予防の為にも部屋の定数を守るようにしてください。また、１ケア１手洗いを徹底してください。

（転院について）

· 肺炎等の感染症があり急を要する場合（日赤や労災、市民病院への転院）

→医師が病院へ電話をして交渉

· 精神症状が落ちついており、身体疾患を抱え１週間しても軽快しない場合は転院の手

続きを早急にすすめてください。

・　転院の際は、転院先の病院からの要望がない限り、定期薬、臨時薬の処方はしません。

＜週間予定＞

8/23・北山　和子様ハロマンス注射

8/24・勝山　正敏様みちのく記念病院転院

＜転棟について＞

現在東より山下　トキ様と板垣　富蔵様が南に転棟予定となっています。

・板垣富蔵様は以前ＣＤユニットでは徘徊頻回な患者様に対し怒鳴ったりされていたが戻ってきた際に怒鳴ったりはしないだろうか？

（意見）

· 以前はストレスが溜まっていた為そのような行為になったと思う

· Ｂユニットにこられたら怒鳴ることはなくなった。

＜結果＞

· Ｂユニットで対応する。ベットコントロール委員会へ。

＜回覧について＞

・回覧を行う際に回覧先が違っていたり、格納先が違っていたりすることがあります。

　今後、回覧等を行う際はリーダーと一緒に確認してから回覧するようにしてください。中途採用や新人の職員は病棟勤務の前に1週間パソコンの練習しますが、病棟勤務になったら、各病棟での回覧方法について教えて下さい。

